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ていることが知られており，丘陵地・低山・  

雑木林・竹林などの中にある池や，その近く  

のごく緩い流れの小川，林に接す－る水田など  

で産卵する止水性サンシヨウウオで，産卵の  

多くは2ノ叫・′4月に行われ，1対の卵褒を水中  

の小枝などに産み付けることなどが判明して  

いる（内山ほか，20n2）。また，環境庁のレッ  

ドデー・タブックによると，同種は絶滅危倶工Ⅰ  

類に分類され 四国では高知県の1地点のみ  

に分布することが知られ（環境庁，2000），高  

知県のレッドデーLタブックにおいても絶滅危  

倶IA類にランクされており，絶滅に瀕して  

いる種類である（高知凰 2002）。   

わんば－・くこうちアニマルランド（以下ア  

ニマルランドとする）では2000年から保護を  

目的としてオオイタサンシヨウウオの調査に  

着手し，高知県の生息地に産卵場が3ケ所あ  

ることを確認した。しかし，2001年には渇水  

により2ケ所の産卵場で幼生が変態上陸する  

前に干上がってしまうなど，安定した産卵場  

となっていないこと，また，この生息地は民  

摘  要  

高知県西部の幡多地方において－，オオイタ  

サンシヨウウオの生息調査を実施し，その保  

護を目的とし人工池を3か所に造成した。そ  

の人工池2か所において，卵数に対する幼生  

の変態間近までの生存率を調査した結果，  

49、3％と38．4％であった。また，比較対照と  

して，生息地の自然池の傍らに置いた．2個の  

ポリ容器と実験室内外に設置した2個の水槽  

等を使用し，卵褒のふ化率と卵数に対する幼  

生の変態間近までの生存率を調査した。ふ化  

率は，ポリ容器では84．7％と637％，実験室  

では82．5％と86．8％であった。生存率はポリ  

容器においてのみ調査し餌がほとんどない状  

態で1‖6％と4．4％であった。  

は じ め に  

オオイタサンシヨウウオ物7〃OV～〟∫血〝〝∫は，  

全長‖0～170mmで，大分県を中心に分布する  

が，隣接する熊本県および高知県にも生息し  
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有林の中にあり，開発のため産卵場を埋め立  

てる計画があることなどが判明した。しか  

し，この民有林の所有者は本種の保護に長年  

にわたって努力をされてきており，今回の  

我々の調査と新たな産卵場の確保をするため  

に協力していただくことについて了承が得ら  

れた。   

そこで，安定した産卵場所の確保を目的と  

して，テント地のシートを利用した人工池を  

3か所に造成し，そのうちの人工池2か所に  

おいてふ化幼生の変態間近までの生存調査を  

行った。また，その調査結果と比較，対照す  

るために，生息地にある自然池の傍らに置い  

たポリ容器と実験室内外に設置した水槽等を  

使用し，卵嚢のふ化率・幼生の変態間近まで  

の生存率を調査したので，併せて報告する。  

材料 と 方法  

調査地は，高知県土佐清水市である。卵か  

らのふ化率や変態間近まで成長した幼生の生  

存率等を調べるため，この調査地に2個の人  

工池と2個のポリ容器，および実験室に1個  

のガラス水槽と1個のポリ容器を設置した。  

これらの設置状況や調査に使用した卵嚢，お  

よびその水中に生息する動物頬については次  

のとおりである。   

人工池Aは2002年10月31日に3×3汀1のテ  

ント地シートを利用し，野外で自然に産卵が  

行われている産卵場（以下は自然産卵場と称  

す）近くの二次林の開けた場所に造成し，水  

面部分3．36rd（l．6×2．lm）・最深部の水深約  

18cnlである（図1）。観察に用いた卵嚢は，当  

人工池において2003年の繁殖期に産卵がな  

かったため，自然産卵場近くの作業道脇にで  

きた水溜りで、2003年3月18日に確認した未  

発生卵を，同日成育実験のため当人工池に移  

植した1対と1房である。総卵数は134個で  

あった。我々のこれまでの調査によると，自  

然産卵場においてはニホンヒキガエルβゆ  

ノ呼0〃∫c〟∫ノ呼0〃∫c〟∫（以下ヒキガエルと称す  

る）の産卵も多数確認され その幼生がオオ  

イタサンシヨウウオの幼生の餌となってい  

た。しかし，当人工池にはヒキガエルの産卵  

がなく餌不足が懸念されたことから，2003年  

4月23日に幼生の餌用としてヒキガエルの幼  

生を多数移植した。また，当人工池では，ミ  

ジンコか呼力〃∫αSPP．・ヤプカAe血spp．の幼  

虫（以下ボウフラと称する）・ヤンマ科  

Aeshnidaeの幼虫（以下ヤゴ類と称する）・ニ  

ホンイモリ り〃呼∫〝〃兢ogα∫Jer（以下イモリ  

と称する）成体の生息を確認した。   

人工池Bは2003年10月8日に人工池Aと同  

じシートを利用し条件も同様の場所に造成  

し，水面部分4．6n了（2．0×2．3m）・最深部の  

水深約15cmである（図2）。観察に用いた卵嚢  

は，当人工池において2004年2月25日と3月  

図2．人工池B  図1．人工池A  
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ずつになるように分けた。総卵数は実験室A  

が103個（図4），実験室Bが106個（図5）で  

あった。実験室A，Bともに設置後は水換え  

等手を加えることは一切行わなかった。   

幼生の計測方法は，全長については1個体  

ずつバットに移しスケールを並べて行い，体  

重は1個体ずつフイルムケ脚スに入れ電子秤  

（タニタ製デジタルソーラーポケッタブルス  

ケールTKP－100）を用いて行った。なお，人  

工池A，Bにおいては，面積が広く土や枝等  

も入れていたことから，ふ化後幼生の全個体  

捕獲はダメージが大きいと考え実施しなかっ  

たため，この時期の幼生の計測は行わなかっ  

た。   

ふ化率の算出方法はポリ容琵旨A，Bと実験  

室A，Bの4例については，ふ化後幼生の確  

認数から，それぞれの総卵数に対してのふ化  

率を求めた。また，生存率の算出方法は，人  

工池A，Bとポリ容器A，Bの4例について  

は，すべての個体が変態間近の幼生となった  

ときの総個体数から，それぞれの総卵数に対  

して生存率を求めた。  

結  果  

人工池Aでは，2003年4月23日に，オオイ  

タサンシヨウウオの幼生がふ化しているのを  

確認した。2003年6月9日の調査時には，変  

態間近の幼生だけとなっているのを確認し，  

5日に未発生の状態で確認した2対である。  

総卵数は255個であった。当人工他の卵嚢は自  

然産卵であったことから，餌用にヒキガエル  

の幼生を移植するなどの手を加えることは一  

切行わなかった。この人工池でも，ミジン  

コ・ボウフラ・ヤゴ類・イモリ成体の生息を  

確認したが，ヒキガエルの産卵はなかった。   

ポリ容器A・Bでは，自然産卵場の横に容  

量約66旦（直径約48cm，深さ37cmの円筒形）の  

ポリエチレン製の容器2個を置きA，Bとし  

た（図3）。2004年2月25日に、近いうちに干  

上がることが予想された自然産卵場で確認し  

た未発生卵嚢，それぞれ1対をポリ容器Aと  

Bに入れ 観察に用いた。総卵数はポリ容器  

Aが124す軋 ポリ容器Bが113個であった。こ  

れらのポリ容器内は雨水がたまり満水状態  

で，少数のボウフラのみを確認しただけで  

あったが，人工池B同様手を加えることは一  

切行わなかった。   

実験室A・Bでは，アニマルランドの実験  

室内に準備した6（）cmガラス水槽の中に珪砂を  

5cmの厚さに敷き，その上に深さが5cmにな  

るように真水を入れたものを実験室Aとし，  

前述のポリ容器A，Bと同じ形状の66鼠のポ  

リ容器に真水を満水にしてアニマルランド敷  

地内の屋外に置いたものを実験室Bとした。  

ポリ容器A，Bと同様，同日，岡場所で確認  

した2対の未発生卵褒を実験室AとBに1対  

図4．実験室Aの卵嚢  図3．ポリ容器A，B（左，右）  
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全個体を捕獲したところ総数は66個体であっ  

た。そのうち27個体の計測を実施した（図  

7）。それらは，全長51～60mm，体重0．8～1．4  

臥 平均では54．7nlm，1．08gであった。生存  

率は49．3％であった（図9）。   

人工池8では，2004年5月13日に多数の幼  

生を確認した。2004年6月9日の調査時に  

は，変態間近の幼生だけとなっているのを確  

認し（図6），全個体を掃獲したところ総数は  

98個体であった。そのうち15個体の計測を実  

施した（図7）。全長40～56mm，体重0．6～1．4  

g，平均では47．7mm，0．91gであった。生存  

率は38．4％であった（図9）。   

ポリ容器Aの124卵とポリ容器Bの113卵  

は，2004年3月30日にそれぞれ105匹と72匹の  

ふ化後幼生を確認した。また，同年6月9日  

には変態間近の幼生がそれぞれ2匹と5匹だ  

けとなっているのを確認した。ポリ容器の内  

容物は雨水だけで容量も66見であり容易に幼  

生を全個体捕獲できたことから，ふ化後から  

全個体数を調べた。ふ化率はポリ容器Aが  

朗．7％，ポリ容器Bは63．7％であった（図  

8）。生存率はポリ容器Aが1．6％，ポリ容器  

Bは4．4％であった（図9）。   

実験室AのiO3卵と実験室Bの106卵は，  

2004年3月15日～19日にかけて次々とふ化  

し，それぞれ85匹と92匹の幼生となった。そ  

の後，実験室A，Bの幼生は飼育継続の20個  

体を残し自然産卵場に放した。ふ化率は実験  

室Aが82．5％，実験室Bは86．8％であった  

（図8）。  

考  察  

今回設定した条件下における人工池A・B  

それぞれ約4niで卵数が200前後の場合，卵か  

ら変態間近の幼生となるまでの生存率は40％  

前後とかなり高い数億であった（図9）。これ  

は，人工池A・Bともに造成後4ケ月とい  

う，比較的新しい池における結果であり，捕  

食者のヤゴ類やイモリがまだ多数入り込んで  

いなかったことが主因であったからと推測さ  

れる。さらに，池の広さに対する幼生の絶対  

数が，共食いの頻度の少ない個体数密度で  

あった可能性も考えられ 今後の検討課題で  

ある。また，ポリ容器A・Bのように，水量  

が66且，餌がほとんどなく捕食者もいない状  

態で，卵数がi20前後の場合では卵から変態間  

近の幼生となるまでの生存率はそれぞれ1．6％  

と4．4％であった（図9）。したがって，餌が  

ない状態でも，少数個体ではあるが共食いだ  

けで幼生は生き残れるということがわかっ  

た。   

また，餌としてヒキガエルの幼生を移植し  

た人工池Aの生存率は．移植をしなかった人  

工池Bに比べ1割以上高い値となり（図9），  

卵から変態間近の幼生となるまでの成長期間  

図5．実験室Bの卵餐  図6．人工池Bにおける変態間近の幼生  
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体重（g）  

図7．変態間近の幼生計測値  

実験室A  実験室B   ポリ容器A  ポリ容器B  

図8い 卵褒のふ化率  
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としての比率を明らかにしたい。   

人工池Aに移した1対と1房の卵嚢を採取  

した場所では，他に卵嚢は確認できなかっ  

た。ここは，偶然出来た水溜りで卵嚢を付着  

させる枝等が全く無く，卵嚢が水中に浮遊し  

た状態であったことから，対になっていない  

卵嚢が存在していたものと思われる。   

実験室A・Bのふ化率がそれぞれ82．5％と  

8軋8％であり，ポリ容器Aとはぼ同じであっ  

た．が，ポリ容器Bのふ化率は63．7％と低かっ  

た（図8）。したがって，ポリ容器Bを除いた  

他の3例が好適な条件下におけるふ化率（平  

均値84い7％）と考えられる。人工池A・Bに  

おいても好適条件下でふ化したものと仮定し  

てこ．の数値を用い，卵数ではなくふ化した幼  

生に対する生存率を算定するとそれぞれ  

58．4％，45．4％となった。すなわち，約半数  

の幼生が生存したこ．とになる。また，ポリ容  

も2週間近く早く，さらに平均全長・平均体  

重においても1割以上も上回っていた（図  

7）。こ．のことは，ヒキガエルの幼生が存在し  

ていると，共食いを減らし生存率を高め，大  

きくオオイタサンシヨウウオを成長させ変態  

の時期も早める要因になって－いると考えられ  

る。   

今回の生存率の値はすべての産卵地の状況  

を代表しているとは言えないものであり，さ  

らなる調査を進める必要がある。トウキョウ  

サンシヨウウオ鞠′乃0血5わ如e〝5i5の幼生の食  

性は，胃内容物調査の結果からユスリカ  

Chironomidaeの幼虫・巻貝類Gastropoda・カイ  

ミジンコ属0～かαCOぬ および共食いが多い結  

果が得られている（草野ほか，1999）。トウ  

キョウサンシヨウウオと同様の生態を持つ止  

水性のオオイタサンシヨウウオにおいても，  

同様な野外調査を実施しヒキガエル幼生の餌  

ポリ容器A  ポリ容器B  人工池A  人工池B  

図9．幼生の生存率  
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げます。またリ オオイタサンシヨウウオの保  

護に長年努力され アニマルランドの括動に  

もご理解ご協力をいただいた生息地の所有者  

の方に深謝いたします。なお，この報告を行  

うにあたって，生息地の特定を回避するため  

所有者氏名の記載を控えてあります。  
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器A・Bにおける同様の生存率は，両容器と  

もにふ化幼生数を確認していることから，そ  

の実数から算定するとそれぞれ1．9％，6．9％  

となった（図9）。この卵数ではなくふ化した  

幼生数に対する生存率の値は，ふ化後の環境  

要因や捕食圧および共食い等の影響を顕著に  

表していると考えられる。よって，この億を  

調査するこ．とが，オオイタサンシヨウウオの  

幼生が成育するための産卵場の条件を把握す  

ることに繋がると思われる。今回は例数が少  

なく，人工池等についてその条件を論議でき  

るような状況にないため数値の算定にとど  

め，今後さらに例数を増やしたい。   

この希少な両生類であるオオイタサンシヨ  

ウウオを高知県から絶滅させないためにも，  

こ．れからも継続して，生息地における生態調  

査および保護活動を実施していきたいと考え  

、て－いる。  

謝  辞  

お忙しい中，本稿の校閲をしていただいた  

高知．県農林水産部長崎浩氏に深くお礼申し上  

一 7 －   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




